
民
基
本
台
帳
の
町

の
人
口
は
、
平
成

22
年
11
月
の
３
万

２
千
752
人
を
境
に
徐
々
に
減

り
始
め
、
平
成
28
年
３
月
31

日
現
在
で
３
万
２
千
275
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国

の
機
関
で
あ
る
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
が
発
表
し

た
推
計
で
は
、
今
後
も
減
少

傾
向
が
続
き
、
平
成
52
年
に

転
入
者
の
減
少
が

総
人
口
に
大
き
く
影
響

住

２
万
８
千
750
人
ま
で
減
少
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
主
な
原
因

は
、
町
外
か
ら
の
転
入
者
が

減
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
岡
垣
町
に
は
、
こ
れ
ま

で
住
宅
団
地
な
ど
の
開
発
で
、

福
岡
市
や
北
九
州
市
で
働
く

30
～
40
歳
代
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
が
転
入
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
影
響
を
受
け
、
転
入
者

と
転
出
者
の
差
で
増

え
て
い
く
人
口
が
、

死
亡
数
と
出
生
数
の

差
で
減
っ
て
い
く
人

口
を
上
回
っ
て
い
た

た
め
、
総
人
口
は
増

加
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
で
は
、

転
入
者
の
受
け
皿
と

な
る
住
宅
の
供
給
が

減
り
、
町
外
か
ら
の

転
入
者
が
減
少
。
こ

の
結
果
、
死
亡
数
と

出
生
数
の
差
で
減
っ

て
い
る
人
口
を
補
え

な
く
な
り
、
総
人
口

が
減
少
す
る
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
岡
垣
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」に
見
る
町
の
将
来

第
１
章１傾向

0

100

200
300

400

500

600
（人）

-100

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
（平成） （年）

■　岡垣町の人口変動の推移
参考：住民基本台帳

出生と死亡による人口の増減
転入と転出による人口の増減

人口増減

■　町内に住む就業者の勤務先
参考：平成 22年国勢調査

町内（自宅含む）
4,439 人
32.6％町外

9,032 人
66.3％

不詳 144 人
1.1％

■　岡垣町の人口推計
参考：住民基本台帳、国立社会保障・人口問題研究所推計

32,000

30,000

28,000

26,000

2 7 12 17 22 27 37 47 5232 42
（平成） （年）

（人）

推計値

平成 52 年
28,750 人

人口の最盛期
平成 22 年11月
32,752 人

24,000

　平成 28 年３月、町は５年間のまちづくりの方向を示す「岡垣町第５次総合計画後期基本計画」と「岡垣町まち・
ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。今回は、総合戦略を策定するために町の人口の現状と将来の見
通しを分析した「岡垣町人口ビジョン」の内容や住民アンケートの結果などを紹介。町は今後、どのようなま
ちづくりを進めていくかを説明します。
問い合わせ　企画政策室へ

住みたい、住み続けたいまち。岡垣特　
集

2広報おかがき　2016.4.25



人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
に

対
応
す
る
取
り
組
み
が
必
要

齢
区
分
別
人
口
を

見
て
み
る
と
、
65

歳
以
上
の
老
年
人

口
は
、
年
々
増
え
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
発

表
し
た
推
計
に
よ
る
と
、
平

成
52
年
に
は
、
総
人
口
の

34
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
15
～
64
歳
の
生
産

年
齢
人
口
は
、
平
成
17
年
を

境
に
減
っ
て
い
て
、
０
～
14

歳
の
年
少
人
口
も
少
し
ず
つ

減
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況

は
将
来
の
人
口
推
計
で
も
同

進
む
高
齢
化 

進
む
核
家
族
化

年

じ
傾
向
が
続
く
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
世
帯
数
は
こ
れ
ま
で
、
人

口
の
増
加
に
あ
わ
せ
て
増
え

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
世

帯
当
た
り
の
人
員
数
は
年
々

減
少
。
核
家
族
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
22
年
の
国
勢

調
査
に
よ
る
と
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
世
帯
は
千
296
世

帯
。20
年
前
と
比
べ
て
約
３・

６
倍
と
急
速
に
増
え
て
い
ま

す
。
今
後
の
高
齢
化
で
、
こ

の
傾
向
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

２傾向

■　岡垣町の年齢区分別人口割合の推移
参考：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所推計

20％ 40％ 60％ 80％ 100％0％

55
60

2
7

12
17
22
27
32
42
52

（昭和）

（平成）

（年）

年少人口 生産年齢人口 老年人口

平成 52年
平成 42年
平成 32年
平成 27年
平成 22年
平成 17年
平成 12年
平成 7年
平成 2年
昭和 60年
昭和 55年 21.5％

20.6％

17.3％

15.1％

14.1％

13.5％

13.9％

13.7％

13.1％

11.9％

11.9％

69.0％

68.0％

67.7％

65.6％

63.7％

61.9％

59.2％

56.2％

54.7％

55.3％

53.6％

9.4％

11.5％

14.9％

19.4％

22.2％

24.7％

26.9％

30.1％

32.2％

32.8％

34.4％

200

0

400

600

800

1,000

1,200
（世帯）

平成 2 年 平成 7 年 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年

■　高齢者単独世帯の推移
参考：国勢調査

65～74 歳単独世帯 75 歳以上単独世帯

133

224

201

379

561
809

300 402 476 487

357
501

781

1,037

1,296

特 集 住みたい、住み続けたいまち。岡垣
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第２章
住民の意見に見る町の課題

岡
垣
町
に
住
ん
で

ど
の
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
か
？

Q20％ 40％ 60％ 80％ 100％

自然環境

まちなみ、景観

まちの雰囲気・イメージ
鉄道など町外への
交通の便の良さ

子どもの遊び場や公園など

生活交通の便の良さ

自
然
環
境
や
ま
ち
な
み
な
ど
に

は
満
足
し
、
交
通
の
便
や
子
ど

も
の
遊
び
場
に
不
満
を
感
じ
て

い
ま
す
。

Ａ

今
後
も
岡
垣
町
に

住
み
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
か
？

Q
７
割
を
超
え
る
人
が

「
住
み
続
け
る
」と
答

え
て
い
ま
す
。

Ａ
今後も住み続ける

当分は
住み続けるつもり

近いうちに
住み替える予定

いずれは
住み替える予定

分からない 無回答

49.6％

26.8％
8.7％

2.6％
10.5％ 1.8％

満足 やや満足 やや不満 不満 分からない 無回答

　
平
成
27
年
６
～
７
月
に
行
っ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
等
策
定
の
た
め
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」で
は
、
780
人
の
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
28
年
２
月
に
「
岡

垣
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
素
案
を
公
表
し
、
意
見

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
４
人
の
方
か
ら
16
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
結
果
や
意
見
の
一
部
を
紹
介
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
中
で
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
ま
す
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
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公
共
交
通
や
子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ「
住
み
続
け
た
い
」

「
帰
っ
て
来
た
い
」と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る

垣
町
で
暮
ら
す
人
は
、

自
然
環
境
や
ま
ち
な

み
、
ま
ち
の
雰
囲
気
な

ど
に
満
足
し
て
い
る
一
方
で
、
生

活
交
通
の
便
や
子
ど
も
の
遊
び
場

や
公
園
な
ど
に
不
満
を
抱
え
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。ま
た
、

今
後
も
住
み
続
け
た
い
か
と
い
う

質
問
で
、
住
み
替
え
る
予
定
と
回

答
し
た
人
は
、
若
年
層
の
単
身
者

に
多
い
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
結
婚
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
未
婚
者
の
う
ち
80
パ
ー
セ
ン

岡

ト
を
超
え
る
人
が
結
婚
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し「
理
想

的
な
相
手
が
見
つ
か
る
ま
で
は
結

婚
し
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
」と

い
う
意
見
が
多
く
、
未
婚
者
が
独

身
で
い
る
理
由
と
し
て
は「
適
当

な
相
手
に
め
ぐ
り
あ
わ
な
い
」が

最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
出
産
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
は
、
理
想
と
現
実
に
差
を
感
じ

て
い
る
人
が
多
い
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
子
ど
も
を
持
た
な
い
、
ま

た
は
理
想
の
子
ど
も
の
人
数
に
足

ら
な
い
理
由
は「
子
育
て
や
教
育

に
お
金
が
か
か
り
過
ぎ
る
か
ら
」

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
が
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
便
利
な

公
共
交
通
の
整
備
や
子
育
て
し
や

す
い
環
境
・
制
度
を
充
実
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
町

か
ら
離
れ
た
若
者
が
将
来
戻
っ
て

来
た
い
と
思
う
よ
う
な
魅
力
を
発

信
し
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

あなたの結婚に対する考えは？Q
結婚していない人に聞きました

結婚時期はいつごろ？Q

いずれは結婚する
つもりである
80.3％

一生結婚する
つもりはない
19.7％

結婚している人に聞きました

ある程度の年齢
までには結婚
するつもり
40.7％理想的な相手が

見つかるまでは
結婚しなくても
かまわない
57.6％

無回答
1.7％

Q 子どもの予定人数はどのくらい？

Q 理想的な子どもの人数はどのくらい？

１人 3.3％
５人 0.8％ ０人 0.8％

５人 0.8％
無回答　3.3％０人 5.5％

4 人 6.3％

４人 2.5％

2 人
42.9％3 人

46.1％

１人
12.8％

2 人
53.6％

3 人
21.6％

　このほか皆さんからいただいた意見と町の考え方は、
町公式ホームページに掲載しています。

岡垣町は住むにも子育てにも良い環境であり、北九州市
と福岡市の中間に位置する通勤圏でもあるため、ほか
の市町村の待機児童を解消できる保育所を開設すれば、
若い人が集まります。

「空き家問題」は、これからさらに課題が増えていくと思
われます。家や土地は個人資産であることから、取り扱
いが難しいと思いますが、まちづくりという大きな問題
として行政が積極的に関われば、新しいまちが生まれる
チャンスになると考えます。

北九州学研都市の発展も予想され、今後国道495号は
人の流れが増えることが考えられます。国道495号と国
道３号の接近地域を活用するため、大型商業施設前の道
路を拡張し、学研都市から福岡方面への経由地にするこ
とで大型商業施設の誘致も可能になると考えます。

パブリックコメント
（戦略の素案に寄せられた意見）

特 集 住みたい、住み続けたいまち。岡垣
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めざすべき
将来方向

基本的視点

第
３
章

岡
垣
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
見
る

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
方
向

「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」岡
垣
の
推
進

　

岡
垣
町
で
育
っ
た
若

者
た
ち
が
、
こ
の
ま
ち

で
生
活
を
続
け
た
い
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
進
学
や
就
職

な
ど
の
事
情
で
岡
垣
町

を
離
れ
る
若
者
た
ち
が
、

将
来
帰
っ
て
き
た
い
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

　

北
九
州
市
と
福
岡
市

の
中
間
に
位
置
す
る
利

便
性
を
持
ち
な
が
ら
、

海
や
山
な
ど
の
豊
か
な

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

「
ち
ょ
う
ど
い
い
暮
ら
し

が
で
き
る
ま
ち
」と
し

て
、
二
つ
の
都
市
で
生

活
す
る
人
た
ち
か
ら
定

住
の
地
と
し
て
選
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

北九州市・福岡市の定住圏
としての転入人口の増加

　北九州市・福岡市の中間に位置する立
地条件を生かした定住圏として、転入人
口の増加に向けた取り組みを進める必要
があります。
■ 住み良いまちの魅力を高め、効果的に

発信する
■定住の受け皿となる住まいを確保する
■ 地元出身者とのつながりを深め、定

住を促す

1将 来 方向

流
動
性
の
高
い
20
～
40
歳
代

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
人
口
維
持
・
定
着

２将 来 方向

　
こ
れ
ま
で
の
人
口
増
加
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
30
～
40
歳
代
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
の
転
入
を
保
ち
、
転
出
の
多
い

20
歳
前
後
の
若
者
に
住
み
続
け
て
も
ら

う
た
め
、20
～
40
歳
代
が
、結
婚・出
産・

子
育
て
に
希
望
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
ま
す
。

■ 

結
婚
・
子
育
て
に
希
望
を
感
じ
る

シ
ー
ン
を
つ
く
る

■ 

子
ど
も
を
産
み
・
育
て
や
す
い
環
境

を
つ
く
る

最
後
に
、
こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
岡
垣
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
現
状

の
分
析
結
果
と
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
皆
さ
ん
の
意
見
に
加
え
、
第
５

次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
町
の
将
来
像
を
踏
ま
え
て
策
定
し
た
総
合
戦
略
の

基
本
的
視
点
と
め
ざ
す
べ
き
将
来
方
向
を
紹
介
し
ま
す
。

「
住
み
た
い
ま
ち
」岡
垣
の
推
進
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めざすべき
将来方向

地
場
産
業
の
育
成
と

新
た
な
住
民
の
起
業
機
会
の
創
出

３将 来 方向

　
地
域
の
魅
力
で
あ
る
豊
か
な
食

を
つ
く
る
第
１
次
産
業
や
暮
ら
し

を
支
え
る
商
業
な
ど
、
地
場
産
業

の
発
展
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
生
活
課
題
を
解
決
す
る
方

法
と
し
て
、
高
齢
者
や
女
性
な
ど

の
人
材
を
生
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
な
ど
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
働
き
方
が
で
き
る
機

会
の
創
出
を
め
ざ
し
ま
す
。

■
地
場
産
業
の
発
展
を
支
援
す
る

■ 

住
民
の
新
た
な
起
業
や
多
様
な

働
き
方
を
支
援
す
る

いつまでも愛着を持って
住み続けたいまちづくり

　町の強みである豊
かな自然に恵まれた
住み良さや住民のま
ちへの愛着度の高さ
を子どもたちにも引き
継ぎ、生涯にわたって
安心・安全で便利な
まちを持続させるまち
づくりをめざします。
■ 子どものころからまちへの愛着を高める
■町の暮らしの利便性を維持する
■ 安心した暮らしを支える人材・ネットワークをつ

くる

４将 来 方向

岡垣町長　宮内實生

す
べ
て
の
町
民
が
将
来
に
夢
と
希
望
を
持
て
る

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　
「
岡
垣
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」の
策
定
に
向

け
て
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
関
係

団
体
と
の
懇
談
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
た
ほ
か
、

幅
広
い
年
齢
層
の
住
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、産
業
界
、教
育
機
関
、

金
融
機
関
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な

ど
に
よ
り
構
成
す
る「
岡
垣
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
懇
話
会
」

を
設
け
、
活
発
な
議
論
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

感
謝
し
ま
す
。

　

町
は「
第
５
次
総
合
計
画
」で

「
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
・

み
ん
な
が
輝
く
元
気
な
ま
ち　
岡

垣
」と
い
う
基
本
理
念
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
こ
の
理
念
に
基
づ
き
、

後
期
基
本
計
画
・
総
合
戦
略
に
揚

げ
る
取
り
組
み
を
着
実
に
実
行
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
岡
垣
町
に
は
、
豊
か
な
自
然
と

そ
の
自
然
が
生
み
出
す
お
い
し
い

水
や
四
季
折
々
の
産
物
な
ど
が
あ

り
、
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち

続
け
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん
の
力

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
岡
垣

町
に
し
か
な
い
良
さ
を
生
か
し
、

守
っ
て
い
く
こ
と
で
、
高
齢
者
は

元
気
に
、
子
ど
も
や
若
者
は
将
来

に
夢
と
希
望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「岡垣町第５次総合計画後期基本計画」
の概要版を折り込んでいます
　概要版では、第５次総合計画に掲
げる「輝き」「安全安心」「心の豊かさ」
という３つの将来像を実現するため
に町が進める24 のまちづくりや計
画を進めるための８つの基本指針
をまとめています。

住みたい・住み続けたいみんなが輝く元気なまち　岡垣

岡垣町
第 5次総合計画

後期基本計画

<概要版 >

　総合計画は、将来私たちの岡垣町をどのような「まち」にしていくのか、そのためにどんなことをしていくのかを総合的・体系的にまと

めた町の最上位計画です。　後期基本計画は、平成 23 年度からスタートした岡垣町第５次総合計画の前期基本計画（計画期間：平成 23 年度～平成 27 年度）が終期

を迎えたことから、今後5年間の施策の取り組み方針や目標などを示したものです。

岡垣町第５次総合計画後期基本計画とは

特 集 住みたい、住み続けたいまち。岡垣
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